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近
代
日
本
の
測
量
、
地
図
作
製
を
担
っ
た
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
沿
革
を
活
写
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』。
本
書
は
そ
の
原
稿
で
あ
る
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
を
、
刊
本
と
の
厳

密
な
比
較
・
検
討
を
加
え
て
翻
刻
。
公
刊
時
に
は
伏
せ
ら
れ
た
日
清
・
日
露
戦
争
期
の
「
外
邦
図
」
作
製
の
状
況
、
部
内

の
人
事
、
会
計
処
理
の
顛
末
な
ど
が
書
き
残
さ
れ
た
本
書
は
、
戦
後
の
国
土
地
理
院
に
つ
な
が
る
近
代
日
本
に
お
け
る
地

図
製
作
・
測
量
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
対
外
戦
争
、
国
土
開
発
、
陸
軍
組
織
の
裏
面
を
伝
え
る
。
外
地
に
お
け
る
秘
密
測

量
の
実
態
を
関
係
者
が
赤
裸
々
に
語
る
「
外
邦
測
量
の
沿
革
に
關
す
る
座
談
會
」
を
附
し
て
、
つ
い
に
刊
行
。



陸
地
測
量
部
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
陸
軍
参
謀
本
部
か
ら
測
量
局
が
分
離
独
立
し
て
発
足

し
た
機
関
で
、
明
治
期
か
ら
終
戦
ま
で
日
本
国
内
外
の
測
量
な
ら
び
に
地
図
の
製
図
と
印
刷
を
行
っ
て
い

た
。
そ
の
主
な
業
務
は
戦
後
、
地
理
調
査
所
、
さ
ら
に
国
土
地
理
院
に
継
承
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

同
組
織
の
沿
革
、
活
動
内
容
を
示
す
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
と
し
て
、『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
が
「
正

篇
」（
一
九
二
二
年
）、「
終
篇
」（
一
九
三
〇
年
）、「
終
末
篇
」（
一
九
四
八
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一

三
年
に
小
社
か
ら
復
刻
さ
れ
た
。

今
回
発
見
さ
れ
た
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
は
、「
正
篇
」
を
刊
行
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た

原
稿
で
あ
る
。
明
治
初
頭
か
ら
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
ま
で
を
範
囲
と
す
る
も
の
で
、
刊
行
時
に
は

記
述
が
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
外
邦
図
」
の
作
製
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
主
要
な
法
律
や
規
則
、
部

内
の
人
事
や
会
計
を
詳
述
。
地
図
作
製
技
術
者
の
集
団
で
あ
っ
た
陸
地
測
量
部
自
身
が
残
し
た
内
部
資
料

と
し
て
、
そ
の
活
動
の
理
解
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
と
い
え
る
。

原
資
料
が
手
書
き
原
稿
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
全
文
を
翻
刻
し
、
読
み
や
す
さ
を

確
保
し
た
。
さ
ら
に
公
刊
さ
れ
た
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
の
記
述
と
比
較
し
、
削
除
、
変
更
が
な
さ
れ

た
部
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
注
記
に
よ
っ
て
示
し
た
。
加
え
て
用
語
や
人
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
林
茂
に

よ
る
詳
細
な
注
を
附
し
た
。
第
Ⅱ
部
に
収
録
し
た
「
外
邦
測
量
の
沿
革
に
關
す
る
座
談
會
」
は
、
一
九
三

六
（
昭
和
一
一
）
年
に
日
露
戦
争
期
の
測
量
技
術
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
初
期
の
測
量
技
術

ば
か
り
で
な
く
、
現
地
住
民
と
の
交
渉
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
他
で
は
得
難
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

巻
末
に
附
さ
れ
た
事
項
・
人
名
索
引
の
う
ち
、
特
に
人
名
索
引
は
、
陸
地
測
量
部
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人

物
を
総
覧
す
る
も
の
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
軍
事
史
、
外
交
史
研
究
は
も
と
よ
り
、
戦
後
の
国
土

地
理
院
に
つ
な
が
る
近
代
日
本
に
お
け
る
測
量
・
地
図
の
歴
史
を
一
望
す
る
た
め
に
、
不
可
欠
の
史
料
と

い
え
る
だ
ろ
う
。�

不
二
出
版

１
．�

第
Ⅰ
部
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
は
、
公
刊
さ
れ
た
『
陸

地
測
量
部
沿
革
史
』
と
の
綿
密
な
比
較
を
経
て
欠
落
な
ど
を
明

示
、
注
記
を
附
し
て
全
文
を
翻
刻
、
収
録
！

２
．�

秘
密
測
量
の
実
情
な
ど
を
赤
裸
々
に
語
る
『
外
邦
測
量
の
沿
革

に
關
す
る
座
談
會
』
を
、
影
印
版
の
復
刻
に
よ
り
第
Ⅱ
部
に
収

録
。
測
量
史
の
裏
面
を
伝
え
る
。

３
．�

陸
地
測
量
部
に
関
わ
っ
た
人
物
が
一
望
で
き
る
４
０
０
名
超
の

人
名
索
引
を
附
す
。

４
．�

小
社
既
刊『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』（
全
１
巻
・
付
録
Ｃ
Ｄ
１
枚
）、

『
外
邦
測
量
沿
革
史　

草
稿
』（
全
４
冊
・
別
冊
１
）、『
研
究
蒐

録　

地
図
』（
全
３
冊
）
と
併
せ
る
こ
と
で
、
陸
地
測
量
部
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
！

刊
行
に
あ
た
っ
て

本
書
の
特
色

▲第Ⅱ部　二「外邦測量の沿革に關する座談會」見本
日清戦争時、部隊と離れて測量に従事した際の苦労話
や、二〇三高地の測量を誇る様子が語られている。

▲第Ⅰ部　二『陸地測量部沿革誌（稿本）』翻刻見本
　日清戦争時の臨時測図部編成の様子と編成表。
公刊本では削除された箇所をゴシック体、記述が
変化した箇所を注記によって示している。



こ
れ
ま
で
に
『
外
邦
測
量
沿
革
史 

草
稿
』、『
陸
地
測
量
沿
革
誌
』
を
不
二
出
版
か
ら
復
刻
さ
れ

た
小
林
茂
先
生
は
、
こ
の
度
の
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
で
、
測
量
沿
革
の
諸
原
稿
の
来

歴
や
性
格
等
す
べ
て
に
つ
い
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
史
実
を
記
録
し
た
文
書
史
料

に
も
歴
史
が
あ
り
、
史
料
に
検
討
を
加
え
て
、
そ
の
来
歴
、
性
格
、
特
徴
、
留
意
点
等
を
明
ら
か

に
す
る
作
業
を
史
料
批
判
と
呼
ぶ
が
、
歴
史
学
で
は
、
研
究
活
動
の
大
半
を
史
料
批
判
に
費
や
す

例
も
あ
る
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
る
。
外
邦
図
研
究
の
一
環
と
し
て
陸
地
測
量
部
の
沿
革
に
踏
み
込

ま
れ
た
先
生
も
、
史
料
批
判
の
難
題
に
否
応
な
く
直
面
さ
れ
た
が
、
歴
史
学
の
専
門
家
で
も
遠
く

及
ば
な
い
す
ぐ
れ
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
。

本
書
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
一
年
に
行
わ
れ
た
外
邦
測
量
沿
革
に
関
す
る
座
談
会
記
録

の
収
録
で
あ
る
。
日
露
戦
争
二
十
五
周
年
（
昭
和
四
～
五
年
）、
三
十
周
年
（
同
九
～
十
年
）
に
、
新

聞
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
功
成
り
名
遂
げ
た
将
軍
達
に
よ
る
座
談
会
を
企
画
し
、
数
多
の
埋
も
れ

た
挿
話
を
発
掘
し
巷
間
に
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
が
、
外
邦
測
量
の
座
談
会
も
、
こ
う
し
た
流
行
に

触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
近
ま
で
研
究
者
の
世
界
で
は
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
対

す
る
理
解
が
遅
れ
、
文
書
史
料
に
偏
重
し
口
語
史
料
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
座
談
記
録

を
史
料
と
し
て
敢
え
て
収
録
さ
れ
た
先
生
の
英
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
は
、
前
編
と
後
編
の
二
部
構
成
で
、「
前
編 

上
」
は
明
治
初
期

か
ら
同
十
七
年
八
月
ま
で
、「
前
編 

下
」
は
十
七
年
九
月
か
ら
二
十
一
年
五
月
ま
で
の
揺
籃
期
を

扱
っ
て
い
る
。
活
動
対
象
は
国
内
に
限
ら
れ
、
欧
米
列
強
か
ら
最
新
の
地
図
情
報
を
入
手
し
、
組

織
制
度
を
含
め
た
基
盤
整
備
に
邁
進
し
た
時
期
で
あ
る
。「
後
編 

第
一
」
は
二
十
一
年
五
月
か
ら

二
十
二
年
四
月
ま
で
、「
後
編 

第
二
」
は
明
治
二
十
二
年
六
月
か
ら
三
十
九
年
ま
で
を
対
象
と
し
、

日
本
が
大
陸
へ
と
踏
み
出
し
た
日
露
戦
争
直
後
ま
で
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
国
家
意
思
を
体
現
し
、

対
外
進
出
の
最
先
鋒
に
立
つ
外
邦
測
量
は
、
複
雑
な
内
外
情
勢
と
も
直
結
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

未
知
の
史
実
を
内
在
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
こ
こ
で
も
小
林
先
生
は
関
係
史
料
と
照
合
し
、

最
後
ま
で
史
料
批
判
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
研
究
姿
勢
を
貫
か
れ
て
い
る
。�

（
た
な
か　

ひ
ろ
み
）

『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
は
、
完
成
版
で
あ
る
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』

の
第
一
～
三
編
、
時
期
と
し
て
は
明
治
初
年
か
ら
明
治
三
九
年
の
部
分
に
重
な
る
原

稿
で
あ
る
。『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
は
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
国
の
測

量
・
地
図
作
成
機
関
で
あ
っ
た
陸
地
測
量
部
が
編
集
・
刊
行
し
た
経
年
の
事
業
に
つ

い
て
の
公
式
の
記
録
で
、
陸
地
測
量
部
創
設
以
前
に
あ
た
る
明
治
初
期
の
関
連
諸
活

動
を
も
含
む
、
日
本
近
代
の
測
量
・
地
図
の
歴
史
の
主
幹
部
分
に
関
す
る
基
本
文
献

で
あ
る
。「
正
篇
」
に
あ
た
る
第
一
～
五
編
が
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
、「
終
篇
」

（
第
六
編
）
が
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
「
終
篇
」
以
後
一
九

四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
元
陸
地
測
量
部
の
高
木
菊
三
郎
が
私

家
版
と
し
て
ま
と
め
た
「
終
末
篇
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
不
二
出
版
に
よ
っ
て

す
で
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
復
刻
さ
れ
る
「
稿
本
」
は
内
容
、
来
歴
と
も
に
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。

原
本
は
初
代
陸
地
測
量
部
長
小
菅
智
淵
の
家
系
に
伝
わ
る
も
の
と
い
う
。緒
言
で「
脱

稿
」
と
ほ
ぼ
完
成
を
う
た
う
「
稿
本
」
だ
が
、
完
成
し
た
「
沿
革
誌
」
で
は
、
文
面

の
大
部
分
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
語
句
の
修
正
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
定
の
記
述

の
削
除
と
簡
略
化
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
改
稿
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
編
集
の
過
程
を

の
ぞ
か
せ
る「
稿
本
」の
価
値
は
大
き
い
。削
除
は
主
と
し
て
業
務
や
規
定
の
新
設
・

更
改
に
つ
な
が
る
判
断
や
評
価
、
背
景
な
ど
と
、
外
邦
測
量
に
つ
い
て
の
記
述
で
、

簡
略
化
は
関
係
法
規
や
人
事
記
録
な
ど
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
う
ち
外
邦
測
量
の
削
除
は

別
冊
化
と
い
う
あ
ら
た
な
方
針
に
よ
る
。
た
だ
し
正
式
な
別
冊
の
刊
行
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
改
稿
に
よ
り
、
現
場
の
動
き
や
各
方
面
と
の
つ
な
が
り
な
ど
は

背
後
に
後
退
し
て
い
る
。
複
雑
な
経
過
を
た
ど
る
外
邦
測
量
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

本
書
の
解
説
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
概
略
の
特
性
か
ら
も
「
稿
本
」
が
『
陸
地

測
量
部
沿
革
誌
』
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
の
近
代
測
量
・
地
図
事
業
の
よ
り
深
い

研
究
に
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

版
面
に
も
工
夫
が
あ
り
、
前
記
の
削
除
、
簡
略
化
、
修
正
部
分
は
フ
ォ
ン
ト
・
傍

線
・
注
記
に
よ
っ
て
全
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
両
書
と
も
現
在
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
閲

覧
で
き
る
が
、
そ
の
場
で
異
同
を
確
認
で
き
る
便
宜
は
大
き
い
。
外
邦
測
量
研
究
の

泰
斗
小
林
茂
氏
に
よ
る
、
両
書
の
綿
密
な
照
合
作
業
を
土
台
に
、
外
邦
測
量
な
ど
い

く
つ
か
の
例
を
手
が
か
り
と
す
る
解
説
も
、「
稿
本
」
の
み
な
ら
ず
「
沿
革
誌
」
の

な
り
た
ち
を
詳
述
し
た
必
読
の
資
料
で
あ
る
。

明
治
期
は
日
本
の
測
量
・
地
図
の
歴
史
に
と
っ
て
顕
著
な
画
期
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
核
を
担
っ
た
陸
地
測
量
部
の
活
動
解
明
を
進
め
る
た
め
の
必
備
の
資
料
と
し
て
本

書
を
推
薦
す
る
。�

（
す
ず
き　

じ
ゅ
ん
こ
）

推
薦
し
ま
す

『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
編
纂
の
道
程
探
究
に

未
知
の
史
実
を
内
在
す
る
可
能
性

鈴
木
純
子
（
元
国
立
国
会
図
書
館
特
別
資
料
課
長
）

田
中
宏
巳
（
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授
）

『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
編
纂
の
道
程
探
究
に

未
知
の
史
実
を
内
在
す
る
可
能
性

背景は旅順口近傍圖第六號「椅子山」（1895年作成、小山史料、防衛研究所所蔵）

内容見本
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価
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▲�旅順は日露戦争の激戦地であり、要塞を一
望できる「二〇三高地」の攻略は日本軍を
優位に立たせたとされる。同地は日清戦争
時にも戦場となり、その際に陸地測量部員
によって「二〇三高地」の標高が計測され
れたことが、「外邦測量の沿革に關する座談
會」で苦労話と合わせて誇らしげに言及さ
れている。「二〇三高地」は上図の中央右。

陸
地
測
量
部
　
関
連
図
書
の
ご
案
内

陸
地
測
量
部
沿
革
誌（
稿
本
）

◎
解　
　
説
＝
小
林　
茂
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

「『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』
の
来
歴
と
構
成
」

「「
外
邦
測
量
の
沿
革
に
關
す
る
座
談
會
」
の
記
録
・
解
説
」

◎
収
録
資
料
＝
「
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
六
（
大
正 

五 

）
年

「
外
邦
測
量
の
沿
革
に
關
す
る
座
談
會
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

◎
体　
　
裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
・
約
４
０
０
頁

◎
定　
　
価
＝
３
５
、２
０
０
円
（
本
体
３
２
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-8663-7　

C3031

◎
刊　
　
行
＝
２
０
２
４
年
10
月

◎
推　
　
薦
＝
田
中
宏
巳
（
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　

鈴
木
純
子
（
元
国
立
国
会
図
書
館
地
図
室
室
長
）

◎
体　
　

裁
＝
Ａ
５
判
・
上
製
本
・
函
入
・
約
５
７
０
頁

◎
解　
　

説
＝
小
林　

茂
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

◎
収
録
資
料
＝『
陸
地
測
量
部
沿
革
史
（
第
一
編
～
第
五
編
）』

『
陸
地
測
量
部
沿
革
部
沿
革
誌　

終
篇
』

『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌　

終
末
篇
』

◎
定　
　

価
＝
３
０
、８
０
０
円
（
本
体
２
８
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-7411-5

　
陸
地
測
量
部
の
沿
革
を
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
全
期
間
に
わ
た
っ

て
活
写
し
た
、
近
代
日
本
測
量
史
研
究
の
基
礎
資
料
。『
陸
地
測
量
部
沿

革
誌
（
稿
本
）』
は
本
書
の
明
治
初
頭
～
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
分

の
原
稿
で
あ
り
、
両
書
の
比
較
に
よ
っ
て
公
刊
の
際
に
削
ら
れ
た
内
容

が
明
ら
か
に
な
る
。

◎
体　
　

裁
＝
Ａ
４
判
・
４
面
付
・
上
製
・
函
入
・
総
１
、３
１
０
頁

◎
別　
　

冊
＝
解
説
（
小
林　

茂
）・
総
目
次

◎
揃 

定 

価
＝
１
２
４
、３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
揃
本
体
１
１
３
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

　
近
隣
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
地
形
図
作
成
に
む
け
て
日
清
戦
争
を
機
に
開

始
さ
れ
た
陸
地
測
量
部
関
係
者
の
外
邦
図
作
製
の
記
録
。
現
地
で
の
具

体
的
な
活
動
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
（
稿
本
）』

と
合
わ
せ
て
、
秘
密
測
量
の
全
体
像
―
具
体
像
が
明
ら
か
に
。

◎
解
説
・
総
目
次
・
執
筆
者
索
引
付

◎
体　
　

裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
函
入
・
総
１
、５
８
０
頁

◎
解　
　

説
＝
小
林　

茂
・
渡
辺
理
絵

◎
揃 

定 

価
＝
本
体
５
９
、４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
揃
本
体
５
４
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

　
陸
地
測
量
部
の
部
内
誌
で
あ
る
本
誌
は
、
一
九
四
三
年
一
月
か
ら
刊

行
さ
れ
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
測
量
事
情
を
収
載
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
い
て
広
範
な
地
域
に
展
開
し
た
測
量
部

隊
の
活
動
を
示
す
基
礎
資
料
で
あ
る
。

〔
復
刻
版
〕

陸
地
測
量
部
沿
革
誌

�

全
１
巻
・
付
録
Ｃ
Ｄ
１
枚

〔
復
刻
版
〕�

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集 

補
巻
30

外
邦
測
量
沿
革
史
　
草
稿 

全
４
冊
・
別
冊
１�

〔
復
刻
版
〕�

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集 

補
巻
38

研
究
蒐
録
　
地
図 

全
３
冊

�


